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守山市生徒会サミット活動報告 
 

第 10回 守山市生徒会サミット 

１ 目 的 

・守山市生徒会サミット開催の意義について理解し、今後の活動に向けて意欲の向上を図る。 

 ・各校から最上位目標達成に向けて取り組んできた実践報告や活動提起を通して、守山市生徒会サミ

ットとして市内全体で取り組む活動方針を明らかにする。 

 ・具体的活動の具現化に向けて合意形成を図る。 

２ 実施日時 令和６年６月１日（土）  場所：守山市役所 防災会議室 

３ 参 加 者 市内各中学生 生徒会役員 35人  守山市青少年育成市民会議 12人 

       教育長など         ３人  事務局          10人 

                                   計 60人 

４ 実施内容 

（1）各校から実践報告 （活動報告および活動提案について） 

（2）グループ協議   

 （最上位目標を達成するために、どのような活動を行うのか） 

（3）グループ協議・全体協議     （今後の方針について） 

 

５ 今後の活動について 

（1）「清掃活動」と「飛び出し坊や製作」の活動を行う。 

（2）「イベント」については、「もりやまいち」の活動と連携できないか確認を行う。  

(3)「飛び出し坊や」の製作費用と「もりやまいちとの連携」については事務局で確認する。 

 

第 11回守山市生徒会サミット 

１ 目 的 

・2023－2024生徒会サミットとしての成果物を作成するとともに、次代を引き継ぐ１・２年生が今後の 

 生徒会サミットとしてのまとまりと活動に向けて意欲を高める場とする。 

・「飛び出し坊や」と「もりやまいち」に関して、具体的な取組活動を決定する。 

・２学期の活動方針を決定する。（成果物をどのように活用していくか） 

２ 実施日時 令和６年８月２日（金） 場所：守山市民ホール 会議室 

３ 参 加 者 市内各中学生 生徒会役員 27人  守山市青少年育成市民会議 ７人 

       教育長など         ２人  事務局          ６人     

計 42人 

４ 実施内容 

（1）実践交流 

（2）事務局より報告 

(3) 学校別協議（「飛び出し坊や」の配色等の確認）  

(4) グループ協議 （「もりやまいち」の持ち方や、過去の経   

験から気を付けること） 

 (5) 全体研修会（各校３年生代表者から） 

 

５ 今後の活動について 

（1）清掃活動は、平和を誓う会（８月６日実施）終了後に 1時間程度、運動公園周辺で実施する。 

 (2) 「飛び出し坊や」の着色等については、９月 14日（土）13時から市民交流センターで行う。 
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 (3) 各校で始業式等の時間を利用して、生徒会サミットでの活動を広く周知していく。 

（4）今回作成する「飛び出し坊や」を活用し、各校で２学期に啓発活動を行っていく。 

 

第 12回 守山市生徒会サミット 

１ 目 的 

・各校の新生徒会役員が、相互理解を深めるとともにこれからの生徒会活動へのやる気と、守山市生徒

会サミットの一員としての連帯感を生みだす。 

・各校の生徒会活動を交流することで、互いに切磋琢磨し具体的活動への意欲を高める。 

・今後の活動に向けての未来図を描く。 

 

２ 実施日時 令和６年 12月７日（土）  場所：市立守山中学校 会議室 

３ 参 加 者 市内各中学生 生徒会役員 38人  守山市青少年育成市民会議 １人 

       学校教育課長        １人          事務局  ８人  

 計 48人 

４ 実施内容 

（1）「先輩から学ぶ」 （膳所高校 １年 宮原 結大 元守山南中学校 生徒会長） 

（2）アイスブレイク 

(3) 各校からの活動紹介（メンバー紹介・活動計画および課題とし

て考えていることなど）  

(4) グループ協議 （この１年間の最上位目標を考える） 

 (5) 全体協議（最上位目標の決定） 

 

５ 今後の活動について 

（１）最上位目標 「Enjoy! ～灯そう笑顔のイルミネーション～」 

   この目標の「Enjoy」には、みんなが協力すること、元気になること、自然を大切にしていくこ

と、健康であることなど、それらを達成していくことはみんなの幸せに繋がり、みんなの Enjoyと

なる。また、「灯そう笑顔のイルミネーション」には、みんなが笑顔になると、それがイルミネー

ションのように輝くこと、また「灯す」には守山のホタルのようにやさしく灯ること、そんな思い

が込められています。 

（２）最上位目標を達成するための、具体的活動を考え各校で取り組んでいく 

（３）３学期の始業式等で、生徒会サミットの活動を各校で周知する。 

（４）次回のサミットは、目標を達成するために行った各校の実践活動をもとに、生徒会サミットとし 

て活動していくことを決定する。 

 

生徒感想から 

初めてサミットに参加したけれど、他の学校の人と話し合う機会なんてほとんどないから、とても

貴重な体験を作ることができた。また、「先輩から学ぶ」では、今後の生活に生かしていけそうだ

と思った。                        （守山南中 ２年生） 

他の学校の人たちと交流をすることができて、また違う視点からの考え方を知ることができまし

た。サミットでしたことを学校にも発信していくことが、私たちの役目でもあると思うので最上位

目標を伝えそれを達成するためにできることを、これからの生徒会活動を通して考えていき実行し

ていきたいと思います。                   （守山北中 ２年生） 


